
-平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 5 施策№ 51 事業№ 28 22

事務事業名 治山関連事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 政策 開始 終了
H29作成課等名 林務課 H29係等名 森林保全係 H28担当課等名 林務課

基本計画上
の位置づけ

政策 5 人の営みと自然・環境が調和したまちづくり

施策 51 緑の保全と創出

目
的

対象（誰・何を） 森林
対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

治山事業要望カ所数（カ所） 2

意図（どういう状態
にするか）

保全、再生される

向上させたい上位施
策の成果指標

森林面積

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

成果
指標

治山事業実施延長（ｍ） 20 30 35 10

定性
目標

事
業
概
要

森林、道路、人家等を守るため、県単・公共治山事業で採択されなかった小規模なカ所を市単独事業で実施する

事業内容 名称 活動指標

28
年
度
事
業
内
容

治山関連工事
　川路(谷止工）

施工箇所 １カ所

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 972 506 505 0

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源 972 506 505

人件費計（千円）② 129 179 179 0

正規職員所要時間 36 50 50

臨時職員所要時間

総事業費①+② 1,101 685 684 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

比較的小規模な山地災害カ所で山腹工を実施し森林保全に努めた。

改革改善
の考え方

①問題
点

未復旧地も多く、公共施設等を保全するためにも事業の推進が必要である。

②改革
提案

優先順位の高い箇所から工法を検討し効率的に事業を進め、山地災害を防止する。


